
令和３年10月吉日 

日本木材学会 会員 宛 

（公的教育機関・試験研究機関宛） 

(一社)日本ウッドデザイン協会 特別会員への参加のお願い 

及び オンライン説明会のご案内 

～異業種連携・公民連携による地域材利用の更なる高付加価値化・裾野の拡大に向けて～ 

日本ウッドデザイン協会設立準備室 

 

日頃より「ウッドデザイン賞」の普及に向けて、ご理解ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

さて、「ウッドデザイン賞」は、消費者・生活者目線で機能性・快適性・ストーリー性のある高付加価

値の地域材利用を促進するために、2015 年に「新・木づかい顕彰」（林野庁補助事業）として開始され

ました。本年で７回目を迎える中、関係各位のご理解とご協力を頂き、林業・木材業界に限らず、建築・

家具業界等においても一定のステータスを得ることで、毎年 400 件を超える作品にご応募頂くなど、地

域材利用に関わる代表的な顕彰制度として位置付くに至っています。 

また、過去７年間で約 2,800 作品の応募を得て、約 1,500 の

受賞作品を輩出する中で、先導的に地域材利用に取り組む企業・

自治体・研究機関等とのネットワークも広がっています。 

さらに、大手企業の中には、毎年応募作品の社内選考を行った

り、地域での受賞作品の展示・セミナーを行ったり、受賞企業間

での新たな協業等が進むなど、「ウッドデザイン賞」創設時から

目指していた「オープン・イノベーション」の場としての役割も

生まれつつあります（右図参照）。 

他方、地方の中小企業等においては、体制面・資金面等で資源

が限られる中で、「ウッドデザイン賞」で培われたアイデア・ノ

ウハウ・ネットワークを、既存事業の改善や新事業創出等に活か

せていないケースも少なくない状況にあります。 

そこで、来年度の「ウッドデザイン賞」から自立的運営を図るとともに、各地において「ウッドデザイ

ン賞」の経験値を活かし、実際の利用を通じて、地域材の更なる高付加価値化を図ることや新事業の創出

等を促進していく主体として新たに「(一社)日本ウッドデザイン協会（以下「ウッドデザイン協会」とい

う。）」を11月に設立することとし、12月より広く会員募集を行うこととなりました。（別添２） 

ウッドデザイン協会は、地域材を積極的に活用したいと考える多様な業種の企業・団体、自治体、デザ

イナー・クリエイター、研究者・教育機関などが参画するプラットフォームです。業界やセクターを越え

た「研究開発」「ビジネスマッチング」等の取組みを部会活動として展開し、地域材利用の高付加価値化

や裾野の拡大に向けた「オープン・イノベーション」を促進していきたいと考えております。 

つきましては、ウッドデザイン協会の趣旨や活動に是非ご理解をいただき、入会をご検討いただきたく

お願い致します。公的教育機関・試験研究機関は特別会員（入会金・会費は無料）としての入会も可能と

なります。地域材利用の促進に資するよう、地域の様々な課題に応じた連携・協働を進めて参ります。 

まずは、ウッドデザイン協会についてご理解いただけるよう、別添のとおり、幅広い会員募集に先立っ

て「オンライン説明会」（別添１）を開催いたしますので、ご参加頂きますよう、お願い致します。 

《本件に関するお問い合わせ先（E-mail 推奨）》 

日本ウッドデザイン協会設立準備室（担当：高橋・木俣） 

〒105-0004 東京都港区新橋 2-13-6 新橋 862ビル 8F 

TEL:090-2164₋8627（木俣携帯） FAX:03-6550-8361 E-mail:kimata@wooddesign.jp 



（別添１） 

一般社団法人日本ウッドデザイン協会 

オンライン説明会（公的教育機関・試験研究機関向け） 

 

１． 主 催  日本ウッドデザイン協会設立準備室 

２． 協 力  林野庁 木材利用課、「ウッドデザイン賞」運営事務局 

３． 日 時  2021年11月15日（金） 11:00～12:00（１時間） 

※当日のご視聴が難しい場合も、以下でお申込み頂ければ、アーカイブ配信のアドレスをお送りします。 

４． 場 所  オンライン会議システム「ZOOM」 

※アドレスは、登録者に事前にご連絡させて頂きます。 

５． 対 象  公的教育機関・試験研究機関 関係者様 

６． 内 容  以下の内容で実施 

（１） 開会挨拶 

（２） 来賓挨拶               （５分） 

小島 裕章 （林野庁 木材利用課長） 

恒次 祐子 （(一社)日本木材学会 常任理事、(一社)日本ウッドデザイン協会 理事（予定）） 

（３） 概要説明①「日本ウッドデザイン協会 設立経緯・協会概要紹介」        （15分） 

高橋 義則 （日本ウッドデザイン協会設立準備室 事務局長） 

（４） 話題提供              （10分） 

「試験研究機関・教育機関等と連携した新たな研究開発の促進への期待（仮）」 

赤池  学  （ウッドデザイン賞 2021 審査委員長） 

（５） 概要説明②「日本ウッドデザイン協会 入会方法/連携・協働事業等」    （10分） 

日本ウッドデザイン協会設立準備室 

（６） 質疑応答               （20分） 

（７） 閉会 

※ 終了後に希望者向けの個別相談の場を設定します。（申込時に希望をお知らせ下さい） 

７． 申 込  以下の申込フォームからお申込み頂くか、E-mailで以下の必要事項をお申し付け下さい。 

《申込フォーム》コチラ（Googleフォーム） 

《必要事項》〈担当者〉 

①氏名、②組織名、③部署・役職名、④電話番号、⑤FAX、⑥E-Mail 

      〈参加者一覧〉 

       ⑦参加者名、組織・部署・役職名 

      〈その他〉 

       ⑧質問事項（当日、回答させて頂きます） 

       ⑨ご意見・ご要望等ございましたら、何なりとお申し付け下さい。 

（終了後の個別相談をご希望の場合も、こちらにご記入ください） 

８． その他  ・12 月８日(水)に開催される「エコプロ 2021」（於：東京ビックサイト）において実施

する「ウッドデザイン賞 2021」表彰式と一体となって、設立記念発表を行います。

（会長、農林水産省代表者等も参加した記念撮影等も実施予定） 

・設立記念発表への参加希望の場合は、11 月中に「仮入会申込書」をお送りください。

（12月上旬開催の「設立総会」開催後に「入会申込書」をお送りいただきます。） 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScsfhLL6YvBQaY4zSksm7_xacdSefEbk4JTyQPv1i7hjagAag/viewform




























設立前資料日本ウッドデザイン協会による産官学連携 及び 現場ニーズ型研究開発促進の仕組み（イメージ）
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